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基本方針
●道南の基幹病院として急性期医療に取り組みます。
●断らない救急医療を実践し、住民の信頼と期待に応えます。
●総合周産期母子医療センター及び北海道がん診療連携指定病院として
高度で専門的な医療を提供します。

●「患者さまの権利」を尊重し、安心で安全なチーム医療を実践します。
●医療環境の発展と充実のため、地域の行政・医療機関との連携を強化します。
●ワークライフバランスに配慮した職場環境づくりと人材育成に力を入れます。

【患者さまの権利】
・安全で良質の医療を平等に受ける権利
・自らが受けている医療について、十分な説明を受け、知る権利
・セカンドオピニオンを求める権利
・自らが受ける医療に参加し自己決定する権利
・個人のプライバシーが守られる権利
・個人として常にその人格、価値観が尊重される権利

【患者さまの義務】
・自らの健康状態を医療者にできるだけ正確に知らせる義務
・医療者の説明や自らの疾病状態の理解に務める義務
・病院の規則や医療者の指示に従い、医療に参加・協力する義務
・他の患者さまの治療や医療者の業務に支障をきたさない義務
・受けた診療に対し、医療費を支払う義務

総合周産期母子医療センター、北海道がん診療連携指定病院、小児がん連携病院（類型3）、北海道小児地域医療センター、
日本医療機能評価機構認定施設、卒後臨床研修評価機構認定病院

紹介受診重点医療機関とは、か
かりつけ医等からの紹介状を持参
して受診いただくことに重点を置
いた医療機関です。高度な医療機
器・設備を必要とする診療を行っ
ています。
当院は、この【 紹介受診重点医療
機関 】に指定されております！
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２０２４年２月１日より、外来受診時に紹介状の持参がない方に対しては、
原則、下記の通り対応することとなりました。
ご不明な点がございましたら、各科外来受付・会計受付の医事課事務員へ
お問い合わせください。

当日来場者へお配りしたクッキーは、社会福祉法人
かいせいで作製したものです。

かいせいは、障がいを
持ちながら就労の場を
確保できず在宅している
人達に、仲間と共に
作業を行い、生きがいと
喜びを持って生活が
おくれるように
支援することを目的
とした社会福祉法人です。
「かいせいクッキー」
は障がいを持っている
人達が仲間と共に1つ1つ
心を込めて作っている手作りクッキーです。

１．紹介受診重点医療機関における「特別の料金」



当院のHPより、かかりつけ医検索システムが使用
可能となりました。
このシステムは、当院と連携している医療機関を
簡単に検索することができます。
かかりつけ医は、日頃の健康相談や大病院への受
診など、判断に困った時に「どうすればよいか」を
相談できる、身近で頼りになる医師です。
かかりつけ医をお持ちでない方は、ぜひこちらか
らチェックしてみてください！
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２．かかりつけ医 検索システム

３．WEB問診のご案内

この度、小児科・産科では、WEB問診票による来院前の事前問診が可能となりました！
従来、患者さまには来院受付後、“紙の問診票”に“手書き”をしてもらっておりますが、WEB問
診をご利用頂くことで来院前でもご自宅などから手軽に問診を済ませることができます。事前に問診
票に回答していただくことで、当日の問診時間を短縮し、スムーズに受付や診療科へご案内できます。
WEB上では、ほぼチェックのみでどんどん問診が進みます。手書きの問診票に比べてお手間をかけ
ずに入力が終わります。回答しにくい内容は、来院受付後にスタッフが直接対応いたしますのでご安
心下さい。

◆WEB問診に関するお問い合わせ
函館中央病院 小児科または産科外来各受付 ☎0138-52-1231（病院代表）
平日 14：00～16：00 土曜日 10：30～12：00 ※日祝除く

QRを読み込むまたはURLから
アクセスしてね。

https://hakochu.ambii.com/
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４．骨粗鬆症と骨密度

偶数月最終週発行 発行責任者：本橋 雅壽 函館中央病院（住所：函館市本町33番2号 ℡：0138-52-1231）

最近、骨粗鬆症や骨密度という言葉をよく耳にし
たり目にしたりすることはありませんか。
日常生活の中でも身近な言葉になりつつあると思
います。
骨粗鬆症とは骨がスカスカになってしまう病気で
す。
多くは年齢とともに骨の量が減り骨の強度が弱く
なってしまうことが原因でおこります。
この骨の量を骨密度と言います。
骨の量が減り、骨密度が低くなると転んだ時や重
い物を持った時などの、日常生活の簡単な動作で骨
折を起こしたり、いつのまにかに骨折を起こしてい
たということもあります。骨折を起こしてしまうと
痛みで動けなくなったり、時には手術が必要となり、
日常生活が制限されてしまいます。
骨折や転倒は寝たきりの原因の第2位となっており
骨折を予防することは介護の予防にもつながります。

骨密度を検査する方法にはいくつかあります。手で測る方法（MD法）、踵で測る方法
（QUS法）、足の付け根の骨と腰の骨で測る方法（DXA法）です。
最近では胸部単純レントゲン写真の解析で、大腿骨の骨密度を推定する方法もありま
す。
どの方法でも若い年代と同年代との値を比較した値が出ます。
診断には若い年代と比較した値を使用します。
骨折を起こしたことがあれば80％以下、骨折を起こしたことがなければ70％以下で骨
粗鬆症となります。
治療には飲み薬や注射や点滴を使用します。飲み薬は毎日のものから月1回のもの、注
射は月1回、半年に1回、年1回の点滴とさまざまな種類があります。
最近では自宅で出来る自己注射製剤も普及してきました。
骨が作られるサイクルは4～6か月あります。治療の効果が出るまでには長い期間が必
要となり、生活スタイルに合わせた続けられる治療の選択が大切です。

骨密度を測らなくても若い時より身長が2～4センチ低くなった、背骨が曲がってきた
ということがあれば骨粗鬆症のサインです。気になることがあれば一度骨密度検査を受
けてみることをおすすめします。
骨折を起こさず、寝たきりにならない体作りをしていきましょう。

骨粗鬆症マネージャー 工藤 宏美


